



















































































コ ー ザ リ テ ィ
ausality（因果関係・
因果律）について思いを向けることで、現実を受け入れようとするのだ。Causalityとは、N
ナ ラ テ ィ ブ
arrative（語
り）の基本要素で、因果律を軸としてプロットを組み立ててゆくことなのであるが、因果関係を見よう
とする、あるいは因果関係が存在すると考えるのは,　世界を理解し、受け入れるための人間の自然な反
応である。物語は、人間にとって不可解でランダムな世界を因果律によって再構成する試みともいえる。
　あらゆる物語は、全くの空想だとしても、何らかの形で現実を受け入れようとする人間の願望にかか
わっている。その中で聖書は、人間にとっての最も深い真実についても、物語に頼らずには理解するこ
とができないことを示しているといえるだろう。
【注】
（１）柊暁生「脇の問題――創世記２章21-22節のツェラー――」
　　　『聖書翻訳』No.4、2018年７月
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